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あ な た の “ 明 星 ”

　春も近いある夕暮れ時、創立同人の１人が、井の頭公

園でふと仰ぎ見た、美しい星の光に心を打たれます。金

星を表す“明星”という名称は、その感動から生まれまし

た。緑豊かな自然と新鮮な空気。「子どもたちの成長に

は郊外へ出ることが必要なのだ」と考え、ここ井の頭公

園の森の近くに「明星学園建設予定地」の標木が立てら

れたのは、大正13年3月16日のことでした。

　輝く星を見つめ、自分の星に向かって「伸びようとす

る人」「登っていこうとする人」であってほしいという

創立同人の願いが、この“明星”という名称に込められて

います。自分の星とは、高校生となるあなたの「夢や目

標」のことです。自らの夢や目標を見つけ出し、そこへ

向かって伸びていこうとする人、高めていこうとする

人を育んでいくことこそが「明星の教育」なのです。

自 分 ら し く 輝 く

　みなさんは、一人ひとり可能性を持った存在です。明

星学園が大切にする「個性尊重」とは、その可能性を大

切にし、個性を豊かに実らせることを意味しています。

そのためには、自ら考える力・自ら感じる力・自ら表現

し行動する力、つまり「自主自立」の力を土台にし、夢

や目標に向かって自分を高めていかなければなりませ

ん。

　みなさんの高校生活は、きっと明るく楽しいものとな

るでしょう。しかし、ただ楽しく過ごすだけでは、自分

の星を輝かせることはできません。明星学園の授業・教

科外活動・進路指導はまさに自分の星を見つけ出し、そ

の星をつかみ取るための力を獲得する機会となります。

朗らかな雰囲気の中にも、夢や目標を実現するために、

個性を磨き、高めていく強さを自らの中に育んでいける

場が、この明星学園なのです。皆が同じように輝く必要

はありません。夜空には無数の星があります。自分の星

を見つけ出し、自分らしく輝いていけばいいのです。

　明星学園高校は、そのための具体的なサポートの仕組

みと方法を、常に工夫し準備を怠らず、みなさん一人ひ

とりを、心から迎えます。

それぞれの詳細につきましては、ウェブサイトでご確認下さい。

http://www.myojogakuen.ed. jp

◎対象：受験生／保護者　◎事前申込必要（電話、FAX、本校ウェブサイトから）　◎場所：本校［上履き不要］　◎個別相談あり

明星学園高等学校
2 0 1 7 年度  学 校説明会等スケジュール

7 月 の 体 験 入 学

◎対象：受験生／保護者　◎事前申込必要（電話、FAX、本校ウェブサイトから）　◎場所：本校［上履き不要］　◎個別相談あり

7/29（土）第1回 8/7（月）第2回 8/26（土）第3回

8/27（日）

9/23（土）・24（日）

7/23（日）

12/9（土）

10/7（土）第1回 14：00～ 10/29（日）第2回 11/5（日）第3回

8 月 の 体 験 入 学

◎一般公開　◎場所： 本校［上履き不要］　◎個別相談あり

明 星 祭（ 文 化 祭 ）

◎対象：受験生／保護者　◎場所：本校［上履き不要］　◎個別相談あり

学 校 見 学 会 　

◎対象：受験生／保護者　◎事前申込不要　◎場所：本校［上履き不要］　◎個別相談あり

入 試 説 明 会（ 全 6 回 ）

◎対象：受験生／保護者　◎お電話で事前にお申込みください。　◎場所： 本校［上履き不要］

個 別 入 試 相 談 会

10：00～ 10：00～

11/24（金）第4回 18：00～ 11/25（土）第5回 12/2（土）第6回14：00～ 14：00～
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　多感で変化が大きく、経験したことを次々に自身の価値

観へと繋げていける高校時代は、人生の中でも特別な時期

です。この時期を、どのような環境で、どのような仲間に囲

まれて過ごすかは、その後の人生に大きな影響を与えます。

　「自分で考え、学ぶ自由を尊重する」明星学園高等学校で

は、生徒はのびのびと個性や価値観を育むことができます。

時に意見が対立しても、対話による様々な解決方法を試行錯

誤しながら経験的に学習し、社会的な成長へと繋げます。

　明星学園が考える“学び”とは、「未知なものを自主的に探究

する力」。授業や課外活動、人間関係を通じて出会った疑問に

は、「自分で考え」「他人の意見に耳を傾け」「自分なりの解決

策を確立する」ことで困難を乗り越える方法を試行します。

それこそが明星学園が考える、「生きるための学び」です。

　生徒と教員の関係は決して一方通行ではなく、面談は

もちろん、日常の質問や相談が気軽にできる環境を大切に

します。クラスや学年を超えた交流も盛んで、イベントや

課外活動は全校が一体となって盛り上がります。

　生徒へ提供するのは、型にはまった知識ではなく、様々

な経験をするための“場”や“チャンス”です。机の前に座って

いるだけでは、多感に揺れ動くこの時期ならではの成長は

得られません。学内のみならず広く社会の中で、多様な

人や出来事と出会うことで初めて、自分自身の未知なる

可能性に気づくことができるのです。

　そのための出会いの場は、豊富に用意されています。

　例えば現代社会の授業では、吉祥寺のケーキハウス

「レモンドロップ」協力のもと、生産者の立場に立って

一から商品開発を行い、開発した商品をいかに売るかを

考え、プレゼンテーションします。プレゼンは証券取引所

などの実務者を招き、評価を加えてもらいます。また自治

会※を中心に近隣地域の清掃活動にも取り組んでおり、新た

に日本スポーツGOMI拾い連盟の「スポーツゴミ拾い」を

開催しました。この活動には地域住民の方々にも参加して

いただき、三鷹市から環境活動表彰を受けました。

　こうした環境の中で3年間を過ごすことにより、「物事

の本質に迫る意欲」「自身の言葉の探求」「他者との協調性」

が根付きます。その事が堅牢な土台となり、卒業後の積極

的な学生生活や社会人としての主体的な活動が生み出さ

れるのです。

※…明星学園では生徒会のことを自治会と呼称しています。

仲 間 や 経 験 、内 な る 可 能 性 と 出 会 う 場 所 、
そ れ が 明 星 学 園 高 等 学 校 で す 。

明星学園の“学び”は、常に将来の自分と繋がっています。
社会の一端を知ることから、自発的な探究心を育てます。

［井の頭かいぼり隊への参加］井の頭池で行われた「井の頭かいぼり隊」
に教員や生徒も一員として参加して、外来生物除去と井の頭池の生態
系について学び続けています。［かいぼりとは、池の水質や自然環境を
よみがえらせるため池を排水し、外来生物駆除を行うことです。］

［クラブ活動］ファッション部主催のショーは定期的に行われます。シ
ョーを構成する洋服のデザイン・制作、ヘアメイク、ライティングや演
出などすべてを生徒自身が行います。そのために外部のワークショッ
プや研修に参加したりしながら、ファッションに関わる仕事をトータ
ルに学びます。

［現代社会の授業］実際の店舗に対して生徒自身が新商品を発案し、プ
レゼンテーションした際のプレゼンボード。

［自治会活動］自治会を中心に近隣の小・中学校、高等学校へ呼びかけ、
住民の方々にも参加していただき、大規模な地域清掃を行っています。
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　明星学園のカリキュラムは、学年が上がるにした

がって生徒自らが授業やコースを選択する幅が増えて

いきます。2年生では主に進路に応じたコースを選択

し、3年生になると自らの進路や興味関心に応じて、

選択科目の枠がさらに拡がります。

　全員が共通に学ぶ科目によって、高校生としての基

礎的な学力をしっかり固めながら、上に挙げたような

「自ら選択する」ことを通じて、それぞれの進むべき進

路に対してしっかり向き合ってもらいたいと思いま

す。この「選択」の場面における、様々な授業や教員

とのコミュニケーションの中で悩んだり、考えること

を通じて、生徒の皆さん一人ひとりが自立への道を歩

んでいってほしいと考えているのです。

　1年生のカリキュラムでは、すべての生徒にとって

必要となる基礎的な科目を必修授業として配置してあ

ります。それらと、2年生の必修授業を併せて、高校生

としての基礎的な学力を身につけます。

　また、「総合的な学習の時間」は、2年次で1単位、3

年次で2単位を設置しています。

　2年次では、必修授業に加えて「文系・理系・実技系」

とコースを分け、それぞれのコースにおける基礎的な

科目を「コース別必修授業」として配置し、それぞれ

が希望する進路へ向けた土台作りを行っています。

　そして3年次では、2年次のコースをより発展的に

継続し「必修授業・コース別必修授業・選択必修授業」

に加えて、それぞれの進路に応じた「自由選択授業」

を設置しています。

　生徒達には、これら3年間のカリキュラム構成の中

で、それぞれの希望する進路を実現する力が養われて

いきます。

各 学 年 の 授 業 カリキュラ ム の 違 い

共 通 の 必 修 授 業

共 通 の 必 修 授 業

自 由 選 択 授 業（ 全 生 徒 が 選 択 可 能 ）

自 由 選 択 授 業（ 全 生 徒 が 選 択 可 能 ）

選 択 必 修 授 業（ 全 生 徒 が 選 択 可 能 ）

文 系 コ ー ス
必 修 授 業

理 系 コ ー ス
必 修 授 業

実 技 系 コ ー ス
必 修 授 業

文 系 コ ー ス
必 修 授 業

理 系 コ ー ス
必 修 授 業

実 技 系 コ ー ス
必 修 授 業

1年生

2年生

1年生の時間割例

1年生は必修授業が中心となっており、2年、3年
と学年が上がるにしたがって、生徒の進路を反映

して選択できる授業が増えていきます。学習の軸

となる英語、国語、数学では、習熟度別や少人数

制のクラス編成で、生徒の理解度を確認しながら

丁寧に授業を進めます。

2年生になると、文系、理系、実技系（体育、音楽、
美術、家政）のコース制を選択します。

生徒自身が関心をもった分野や卒業後の進路に合

わせて方向性を定め、将来の夢を確実に実現する

ための土台を築きます。

3年生
3年生では、これまで学んだ知識を応用、発展さ
せて、さらに専門的な知識を身に付けていきます。

中心となる自由選択授業は、専門性の高いものや、

10～20名のゼミ形式授業、教員2名が組んで行
うティームティーチング等の多彩な授業がそれぞ

れの内容に合うように設置されています。

選択必修授業・自由選択授業の授業名についてはP6～7に記載しています。

自由選択授業の授業名についてはP6～7に記載しています。

コース別必修授業
そのコースを選択した場合に必ず履修すべき授業
自 由 選 択 授 業
生徒の希望に応じて履修する授業

コース別必修授業
そのコースを選択した場合に必ず履修すべき授業
選 択 必 修 授 業
コース別必修の発展的内容で、
いくつかの選択肢の中から必ず履修すべき授業

自 由 選 択 授 業
生徒の希望に応じて履修する授業

生 徒 自 身 の “ 自 立 ” を 助 け 、
コ ー ス や 授 業 選 択 で 成 長 を サ ポ ートしま す 。

1
2
3
4
5
6

国語総合

コミュニケーション
英語Ⅰ

数学Ⅰ

英語表現Ⅰ

現代文Ⅱ

古典Ⅱ

日本史B／世界史B

数学演習

化学

現代文Ⅱ

コミュニケーション英語Ⅲ

実技必修授業生物／物理

コミュニケーション英語Ⅲ コミュニケーション英語Ⅲ

現代文Ⅰ

古典Ⅰ

日本史B／世界史B／
数学B

数学B

化学

現代文Ⅰ

古典Ⅰ／英語表現Ⅱ

実技必修授業生物／物理

英語表現Ⅱ

コミュニケーション
英語Ⅰ

体 育

世界史A

化学基礎

生物基礎

国語総合

数学A

体 育

現代社会

英語表現Ⅰ

生物基礎

国語総合

現代社会

国語総合

数学Ⅰ

化学基礎

数学Aコミュニケーション
英語Ⅰ

社会と情報数学Ⅰコミュニケーション
英語Ⅰ

国語総合体 育ホームルーム世界史A社会と情報

家庭基礎

音 楽
または

美 術

芸術科目のみ必修選択授業 音楽または美術のどちらかを履修します。

美術・音楽・家政・体育
それぞれの必修授業を

履修します。

美術・音楽・家政・体育
それぞれの必修授業を

履修します。

日本史／数学Ⅱ／地学基礎／コミュニケーション英語Ⅱ
体育／保健／総合的な学習の時間

体育／総合的な学習の時間
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文章を読み、糧とするためには、言語を正確に読解し
表現する能力だけではなく、文章の背景にある文化や社
会状況などへの理解が必要です。
異なる考えや難解なものとも真摯に向き合える洞察力
を身につけ、豊かに思考する力を育んでゆきましょう。

社会における複雑な出来事と、背景にある諸事情を学
ぶことをきっかけに、時代や地域により異なる「人々の
価値観」「政治経済体制」などについて関心を深め、理解
していきます。多くの観点から社会を学ぶことで、自ら
の考えを持ち、相互に伝え合う経験を通じながら、合意
形成を図る能力を育成します。

算術的な計算力も必要とされる学問ですが、複雑で抽
象的なものを把握するための論理的思考や、発想力など、
あらゆる学問の基礎となる能力を獲得します。
事象を深く見つめることで法則や仕組みを発見して、
深い理解と発想を身につけます。それらを論理的に証明
することを通して、明晰な思考力が育まれていくのです。

科学的な知識は日常生活においても重要で、科学的思
考力は理系以外の職業分野でも必要とされる能力です。
私たちの身近な所に存在する様々な“自然”を認識して、
その法則性を学ぶことによって“豊かな自然”を実感する
心の豊かさを育み、私たちをとりまく事物の本質を判断
する力を育みます。

音楽科では、ただ上手に歌うことだけではなく、仲間
と協力して演奏や舞台を作り上げ、観客と感動を共有す
ることで、より深く音楽の世界を知ることを大切なテー
マにしています。
「オペラ・ミュージカル」や「アンサンブル（器楽）」など
バリエーション豊かなカリキュラムを用意しています。

「総合的な学習の時間」として、生徒の進路決定の取り
組みをサポートする一方で、3年生での「総合的な学習」
では、例年8種類ほどの特別授業が用意され、生徒の興
味や関心にあわせて選択できるようになっています。
通常の教科教育とは異なり、教科横断する形で授業を
構成し、生徒自身の積極的な学びの場となります。

描写のコツや、デザインの構成方法を伝えるだけでは
なく、それと同時に、表現のための視点を持ち、思考する
ことを生徒に求めます。対象を観察し、試行錯誤を繰り
返し、イメージを伝えるためのプランを練り上げる練習
は、生徒自身の存在を確かなものにしていきます。

現代社会において人々が健康的な生活を営みにくく
なっている現状を学びながら、生徒たちの身近な問題か
ら関心を持ち、解決する方法を考える力を獲得します。
　また、「衣・食・住」の視点で人間らしい暮らしの基本
を学びます。さらに消費者として自立し、社会全体で子
どもを育てるための課題に取り組みます。

明星学園では、生徒自身が情報発信することを重視し
ていることから「社会と情報」という授業を、1年生の必
修授業にしています。インターネットの構造やコン
ピュータ機器の取り扱い方法を学ぶだけではなく、生徒
の身のまわりに溢れるコミュニケーションやモラルに関
することも含めて情報化社会を考えます。

英語の学習を通して、コミュニケーション能力の向上
と海外文化の理解を目的としています。
必修授業の「コミュニケーション英語」を土台にして、
少人数制授業や、ネイティブスピーカーによる授業など、
受験や留学など目的に合わせて効果的でバリエーション
豊かな授業が選択できます。

運動に対する認識を深め、実際に動かすことで身体操
作に習熟し、自分の身体を理解して育てていきます。
スポーツ競技や運動は、日常のごくありふれた動作を
発展させた形で成り立っています。それらを発見すると
同時に、仲間とともにスポーツをする楽しみを覚えて、
チームプレーなどの能力を発展させます。

年 度 に よって 設 置 授 業 の 変 更 が あ りま す

論理的思考力を養い、
文学的想像力を育む。

社会認識の向上と
市民的資質の形成を目指す。

論理的に筋道を立て
明晰な思考力を育む。

身近なところに存在する
“ 自然 ” について学ぶ。

感動を共有しながら、
個性と自己表現を獲得する。

教科の枠にとらわれずに
積極的な学びの場。

手法を学び、自ら思考して
視野を広げる。

暮らしを明るく
楽しいものにするために。

コミュニケーションから
現代の情報化社会を考える。

異なる価値観を学び
自身の可能性を広げます。

自己の特性と
チームプレーへの展開。

各 教 科 の 学 習 の ね ら い と 、
生 徒 が 自 主 的 に 選 べ る 選 択 授 業 名 の 紹 介

選択必修授業名／自由選択授業名 選択必修授業名／自由選択授業名

選択必修授業名／自由選択授業名 選択必修授業名／自由選択授業名

選択必修授業名／自由選択授業名 選択必修授業名／自由選択授業名 （実技系コース別必修授業名を含む）

選択必修授業名／自由選択授業名 （実技系コース別必修授業名を含む） （実技系コース別必修授業名を含む）選択必修授業名／自由選択授業名

選択必修授業名／自由選択授業名 （実技系コース別必修授業名を含む）

選択必修授業名／自由選択授業名

過去3年間の「総合的な学習（3年生）」特別授業名
◎例年8種類程度が設置されます。

多文化理解・異文化理解・数字でみる世界・古典文化論・
映像文化論・現代社会論考・科学技術と自然・
歴史でみる音楽・人生設計をしてみよう・
社会科学系フィールドワーク・自然科学系フィールドワーク・
三鷹・武蔵野フィールドワーク

古典・漢文・理系国語・近代文学・近代思想 倫理・政治経済・哲学

数学B・数学Ⅲ・数学ⅠAⅡB 理科研究・生物基礎演習・生化学実験・地学

読解演習・文法演習・英語表現Ⅲ・時事英語・英会話・
リスニング・ドイツ語・中国語

体育総合・サッカー男女・器械体操・卓球・剣道・陸上・ダンス・
バドミントン・ハンドボール・バスケットボール・体育スポーツ論

歌唱・オペラミュージカル・ボイストレーニング・ソルフェージュ・
アンサンブル（器楽）・ボーカル・キーボード・音楽史・音楽鑑賞

素描・絵画・表現演習・素材技法・立体表現・デザイン・
CGデザイン・美術史・作品鑑賞

調理・手芸・染色・華道・服飾デザイン・幼児教育・住居

選択必修授業名／自由選択授業名

情報の科学

総合的な学習

国 語 科 社 会 科 音 楽 科 美 術 科

数 学 科 理 科 生 活 科 情 報 科

外 国 語 科（ 英 語 科 ） 体 育 科 総 合 科
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自 治 会 活 動 に つ い て

定例となっている生徒によるゴミ拾い

　学校で行われる各種の行事や、自治会・委員会・ク

ラブなどの教科外活動では生徒の自主性が強く求めら

れます。

　生徒の「自主自立」を育てる上で大事にしているこ

とが2つあります。1つは、共に働く仲間に配慮し、お

互いの行動に責任を持ち連携する事です。自主自立

は自分ひとりでは成立しません。集団活動を通じて、

生徒同士や教師とのやり取りの中で培われていくので

す。もう１つ

は、生徒の側から物事を変えることができるしくみで

す。教員が一方的に物事を決めてしまうと、生徒が自

ら考え、行動する力を奪っていくことになります。生徒

同士、生徒と教員の対話を通じて、物事を変えていく、

そういう行為が自主自立を確かなものにしていきます。

　明星学園には、3つの大きな行事、体育祭、明星祭、

音楽祭があります。各行事には、それぞれ委員会が設

置され、各委員会はクラスの活動をサポートする形で

全体運営に当たります。また、クラスでは各クラス委

員が3回の行事でクラスをまとめていきます。各委員

会、クラス委員を中心に、全ての生徒が行事に主体的

に参加することで、自主自立が促されていきます。

　昨年は、体育祭の内容を大きく変更しました。学年

によっては生徒からの発案で学年旅行を企画していま

す。また、自治会では生徒と教師の話し合いの場をつ

くろうと2者協議会が昨年度からスタートしています。

生徒の中から、物事を変えていこう、主体的に取り組

もうという姿勢が生まれています。

　自治会とは、行事を含めた生徒の活動を支える組

織のことで、近年、次の3つのことに力を入れてい

ます。

　1つは、二者協議会です。二者協議会とは、教師

と生徒がより良い学校づくりを目指す話し合いの場

です。今年度、生徒と教師が入った準備委員会が立

ち上がり、昨年度から具体的に活動が始まりました。

この協議会の発端は、自治会側からの提案です。自

治会は、生徒の学校に対する要望を多く耳にしてき

たけれど、要望や意見を集めて教師と生徒間で考

えることができるような場がないので是非作ってほ

しいという願いからでした。

　2つめに、地域への貢献です。土曜日の放課後

に、学校の外へ出て、清掃活動を始めています。通

学路、井之頭公園の中のごみを拾うことで、少しで

も、地域の方々に喜んでいただこうという考えから

始まりました。

　そして3つめが、法政大学中学高校との連携で

す。玉川上水沿いに少し歩いた場所に、法政大学中

学高校があります。法政大学中学高校の生徒会と

の交流が始まっています。三者協議会にオブザー

バーとして参加したり、地域の清掃などを合同で共

に準備し、行っています。

　自分たちで考えたことを、活動として学校の内外

に広げています。生徒全員に受け身でない、主体的

な行動を促し、責任と自覚が生まれていきます。

授 業 以 外 の 場 面 で も 、他 者 と 対 話し 、
協 同 す ること が 、成 長 の 糧 と なりま す 。

自 身 で 考 え 、責 任 を 持 つ 中 で 、
生 徒 は 成 長し て い きま す 。
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明 星 祭 （ 文 化 祭 ） 体 育 祭 ・ 音 楽 祭

　体育祭は1学期に行われる1年で最初の行事で

す。1年生は入学したばかりで、お互いをよく知ら

ない状態で、2年生はクラス替えが行われた新しい

メンバーで、3年生は、高校最後の行事として、ク

ラスの親睦が深まります。スポーツを介したコミュ

ニケーションにより、自分のクラスに帰属感、安心

感を持つことができるようになります。

　体育祭の競技は、体育祭委員を中心に生徒自身

が決めていきます。一昨年は、それまでの球技中

心の体育祭から、みんなでできる大縄跳びや全員

リレーなどを含む体育祭へ変更しました。これは、

球技中心だと全員が楽しめないからという反省から

生まれました。自分たちで考えて物事を決定してい

く、この行動が自主自立を育てていきます。

　3学期には、校外で公共のホールを借りて行わ

れる音楽祭があります。クラス対抗の合唱コン

クール（課題曲と自由曲、ピアノ伴奏など）で、ク

ラスでは体育祭、明星祭の経験を生かして自分達

でクラスの運営を行えるようになります。自由曲

や、各パートを決めるなど、数か月前から準備に

入り、昼休みや放課後を使って練習し、本番を迎

えます。1年間のクラス活動の集大成として、クラ

スがまとまり、達成感が生まれます。

　2学期には明星祭が行われます。体育祭を経

て、クラスの親睦も深まり、クラスのメンバーの

個性をお互いが理解するようになります。明星祭

では、各クラスの個性を最大限に引き出せるよう

に、クラスで映像制作を行います。映像は、脚

本・音楽・演技・演出・衣装・編集など多岐にわ

たる役割分担があり、総合芸術としてクラス全員

で取り組むことができるものです。クラスのメン

バーがお互いの長所を知り、適切な役割分担を

することで、クラスの力が引き出されていきま

す。

　また、クラスの企画以外にも、授業企画や、文

化部を中心としたクラブの発表、展示といった企

画、有志によるバンドやステージ、展示などの企

画と、様々なものが行われ、生徒の個性がいか

んなく発揮される行事です。中庭に校舎壁面を

利用した巨大なパネルが制作され、明星祭のシ

ンボルとなっています。

ク ラ ス の 親 睦 を 深 め る 。ク ラ ス の 個 性 を 表 現 す る 。 ク ラ ス 活 動 の 集 大 成 。
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ク ラ ブ ・ 委 員 会 活 動 に つ い て

サッカー部 陸 上 部 男子バスケットボール部

体操部 剣道部 弓道 部

卓球部 野球部 女子バスケットボール部

バドミントン部 ハンドボール部（男女） 女子バレー部

ダンス部 アンサンブル部 和太鼓部

サンバ 部 演劇部 美術部

鉄道研究部 漫画研究部 音楽部

理科部 写真部 国際交流部

ファッション部 料理研究部

体 育 祭 委 員 会

明星祭（文化祭）委員会

音 楽 祭 委 員 会

保 健 整 備 委 員 会

図 書 委 員 会

ク ラ ブ 委 員 会

体 育 祭 の 企 画 か ら 運 営 ま で

自 治 会 執 行 部 学 校 の 自 治 活 動 全 体 の 運 営 と 統 轄

明 星 祭 の 企 画 か ら 運 営 ま で

音 楽 祭 の 企 画 か ら 運 営 ま で

校内清掃、美化など

広 報 委 員 会 自治活動の広報、卒業生のインタビューなど

図 書 室 の 管 理 補 助 、明 星 文 学 賞 の 開 催など

校 内 清 掃 、ク ラ ブ 環 境 整 備 な ど

ク ラ ス 委 員 会 各 ク ラ ス を ま と め る

全国大会に毎年出場するクラブから、自分たちのペースで活動するクラブまで

多くのクラブがありますが、 すべてに共通することは好きなことに打ち込む姿勢です。

全生徒の6 ～ 7割程度の生徒がなんらかのクラブ・同好会に参加しています。

また、自治会の執行部や各委員会などにも参加し、明星学園高校の自治活動を担い、

それを通して仲間たちと自主自立した自分を創っていきます。

顧問の先生や、仲間と一緒に何かに熱中することで、

自分たちのできる範囲を拡大して、自分を磨き高めていきます。

仲 間 と 一 緒 に 打 ち 込 む こと から
さら に 自 分 の 可 能 性 を 発 見し て くだ さ い 。
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■学習院大学  ■共立女子大学  ■白百合大学  ■成蹊大学  ■成城大学  

■東京都市大学  ■日本大学  ■法政大学  ■武蔵大学  ■明治学院大学  

■立命館アジア太平洋大学  ■武蔵野美術大学   ほか

卒 業 生 の 進 路 状 況 2 0 17年3月

四 年 制 大 学 ［ 大 学 校 含 む ］

短  期  大  学
専  門  学  校
留 　 学
浪  人 ・ そ の 他

1 1 7 名

0 名

1 8 名

3 名

5 0 名

国 公 立 大 学

■東京学芸大学  
■電気通信大学  
■お茶の水女子大学
■信州大学
■東京海洋大学  
■会津大学

■都留文科大学
■防衛大学校
■東京藝術大学
■東北大学
■国際教養大学

■早稲田大学
■慶応大学
■上智大学
■明治大学
■青山学院大学 
■立教大学
■中央大学
■法政大学
■学習院大学
■東京理科大学
■成蹊大学
■成城大学

■明治学院大学
■武蔵大学
■獨協大学
■日本大学
■東海大学
■駒澤大学
■専修大学
■東洋大学
■國學院大學
■立命館大学
■工学院大学
■芝浦工業大学

■東京電機大学
■東京経済大学
■東京農業大学
■東京薬科大学
■北里大学
■杏林大学
■順天堂大学
■日本獣医生命科学大学
■立命館アジア太平洋大学
■日本体育大学
■国立音楽大学
■桐朋学園大学

■洗足学園音楽大学
■多摩美術大学
■武蔵野美術大学
■東京造形大学
■女子美術大学
■日本女子大学
■東京女子大学
■白百合女子大学
■フェリス学院大学
 他

私 立 大 学

卒業生合計 1 8 8名

　一人ひとりの夢や目標は異なるはずです。ということ

は、この先に進む路は誰ひとりとして同じにはなりませ

ん。つまり、これからどのように生きるかについて決めら

れるのは世界でたった一人、あなたしかいません。だから、

これから身を置く社会とそこを生きる自分自身についてよ

く知ることを通して、ベストな路を選ぶための力を自分に

蓄える必要があります。そうやって、押し付けられもせず、

流されもせず、自分で進む路を決め、自分で歩む力をつけ

ることが本校の進路指導の目指すところです。

　一例として、進路指導ボランティア（卒業生をはじめとす

る明星学園の関係者）に職業観や社会に出るまでに歩んだ道

を尋ねる取り組みを通して、将来を考えるヒントを得たり、

自立して生きていくことの動機付けを目指しています。

　同時に、夢や目標を形にする学力や学習習慣の定着をは

かるために実力テストを全生徒に受験させています。具体

的には、スタディ･サポートや進研模試をはじめとする模

擬試験の受験を通して対外的に通用する学力を測定しま

す。さらに、GTECの受検を通して、試験に向けた自主学

習の定着を図ります。勉強の計画の立て方や模試の見直し

の方法はその都度指導します。担任や進路指導部員による

個人面談も随時実施しています。

　高校を卒業した後に続く人生には答えのない問題がたく

さん立ちはだかり、自分で考えたり悩んだりしながら前に

進むことになります。家族や教員に近いところから見守ら

れている高校時代は自分の力で道を切り開く経験を積みは

じめる絶好のチャンスではないでしょうか。皆さんが明星

学園高等学校で、自分を律しながら夢や目標を叶える道筋

を見つけられることを心より願っています。

目 標 を 模 索 す る こ と が
自 身 の 進 路 へ の 第 一 歩 で す 。
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イン タ ー ナ ショナ ル・ウィー ク＆ デ イ

本校交換留学制度

オーストラリア短期留学 タイ短期留学

海 外 長 期 留 学 制 度奈 良・京 都 旅 行

短 期 留 学

このほか、ドイツの姉妹校であるメンデルスソーンオーバーシューレに、音楽部が2005、2007、2013年に招待されている。

場所：ブリスベン
留学期間  ： 3週間（毎年7月中旬出発）
募集人数  ： 2 0名程度
費用  ： 約4 3万円

場所：バンコク
留学期間  ： 夏休み期間の7～1 0日程度
募集人数  ： 2 0名程度
費用  ： 約1 5万円

ホームステイをしながら姉妹校へ通い、
英語研修や異文化交流をする。
一泊のファームステイや遠足も行う。

姉妹校や小学校等の現地の福祉施設を
訪問し、異文化交流を行う。
ホームステイも行ってる。

春 休 み

夏 休 み

タイ（プラチュアップキリカン県）
ホアヒン市ウィタヤライ学園

ドイツ（ベルリン市）
メンデルスゾーンオーバーシューレ

◎ 年 度 により変 更 になる場 合 が あります。

夏期講習
入学式 明星祭

（文化祭）
卒業式音楽祭

インターナショナル
ウィーク&デイ

マラソン大会第2回定期試験
体育祭

第1回定期試験 第3回定期試験 第4回定期試験 第5回定期試験短期留学

4 6 8
5 7 9

10 12 2
1 1 1 3

1 1月 初 旬 の1週 間 を インター ナ ショナ ル

ウィークとし、海外交流校の学生や招待者を

交え、様々なイベントを行う。インターナショ

ナル・デイは、本校留学生によるスピーチ、

本校の生徒による英語スピーチコンテスト、交

流校の文化発表等が行われる。その後、各ク

ラス別に、海外からの留学生をはじめとする

在日外国人から、その国の話や日本経験、日

本留学の目的などを話してもらい、交流する。

1年間にわたり、海外の正規の中等教育学校に留学した場合、

所定の基準及び条件を満たせば、年間30単位を認定し、帰国復

学後、留年することなく進級できる制度を設けている。

これは休学と異なり、学年途中で留学し、学年途中で復学でき

る制度である。長期留学は、本校の交換留学制度に基づく場合

と、斡旋団体等を利用して行く場合がある。姉妹校の場合は、

原則として3カ月以上、本校の交換留学生のホストファミリー

を引き受けることが条件となる。この制度を利用して、毎年3

～10人程度の明星生が海外に長期留学している。

社会科では春休みを利用し、奈良・明日香

から京都を巡る研修旅行を行っている。3

泊 4日の行程は、仏像巡りに徹底している

ため、研修旅行を終える頃には生徒は自分

なりの視点で仏像を観察し、感想を口にで

きる程になっている。この旅行の最大の特

徴は、大変有名でありながら交通の便が悪

く、なかなか行く機会のない寺（仏像）を

巡ることである。

夏休みにはオーストラリアとタイへの

2つの短期留学を実施している。

以下の 2地域の高等学校と相互交換留学を

している。この制度を利用する場合は、学内

の選考試験に合格する必要がある。

定員は各地域1名である。
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　学校見学に訪れ、直感で「ここだ！」と
思い入学しました。もともと日本の伝統文

化に興味があり、将来は文化財の修復士に

なるために、今は背景となる日本史を学ん

でいます。明星学園高等学校の授業の特徴

は、暗記させるのではなく教養につながる

知識を教えてくれること。それによって学

ぶことの面白さに気づかせてくれます。選

択授業も豊富で内容が充実しています。私

は「染色」の授業を選択していますが、デ

ザインから自分で手掛けるなど本格的で

す。先生と生徒の関係はフレンドリーで和

気あいあいとしていますが、授業中などき

ちんとすべき時はきちんとする校風も気に

入っています。

　３つある行事はそれぞれ、その年ごとに

特色があって盛り上がります。中学までの

合唱コンクールは、与えられた課題曲をい

かに上手に歌うかを目的としたものでし

た。ですが明星学園の音楽祭は、まさに音

楽を楽しむためのお祭りなのです。曲目は

洋楽やロック、クラシックまでジャンルが

広く、それぞれ振付から衣装までオリジナ

ルで考えます。クラス発表だけでなく、自

由発表では個人の演奏や歌唱もあり、観て

いて引き込まれます。

　入学して一番良かったと思うのは、自由

な校風と生徒の自主性を大切にしてくれる

ことです。学びたいことがある人は、そこ

につながるたくさんの道を用意してくれま

す。まだやりたいことがみつからない人も、

多様なチャンスを与えてくれる明星学園高

等学校に来れば、きっと何かに出会えると

思います。

イベントで 強まる結 束 力
「 内 部 生ともすぐに 打 ち 解 けました 」

目標に続く道がある
誰もが何かに出 会える場所

和太鼓部所属
中野区立第八中学校

篠崎  奏くん（高校2年）

弓道部所属
杉並区立杉森中学校出身

◎生徒の学年等は取材時のもの。

近藤  眞音さん（高校2年）

　高等学校から入学しましたが、内部か

らの進学生も多い中、クラスになじめる

か、僕はとても不安でした。でも不安を

感じたのはほんの最初だけ。あっという

間に「内部生」「外部生」という意識はな

くなりました。入学してすぐに開催され

る体育祭でクラスが一致団結することが

でき、クラスメイトとの距離が一気に縮

まったのです。

　体育祭に限らず、学園文化祭や音楽祭

でも学年やクラスに関係なく、全校生徒

がひとつになって盛り上がります。明星

学園高等学校の良いところは「内部生」「外

部生」の壁がないだけでなく、クラスや

学年、部活が違っても仲の良い友達にな

れることです。先輩・後輩の関係もフラ

ットで、同じ“明星学園高等学校生“という

仲間意識で結ばれています。個性豊かな

人が多いので、互いに良い刺激を与え合

える仲間に出会うことができました。

　部活は和太鼓部に所属していますが、

明星学園の和太鼓部は全国でも有数の実

力校です。全国大会での優秀賞や都大会

での連続優勝など、多くの実績を挙げて

いるほか、学校外でも年に20回以上、演

奏を披露しています。例年、三鷹市公会

堂で定期演奏会を開くのですが、立ち見

が出るほどの盛況です。和太鼓の一番の

魅力は、仲間と一体になってひとつの演

奏を創り上げること。太鼓を叩いた時、

お腹にズシッと感じる響きも爽快です。

和太鼓部の演奏は、見る人にパワーを与

えます。入学したら、ぜひ和太鼓部の演

奏を楽しんでください。

　明星学園の魅力は周囲の友人やクラス

メイト、先生に個性的な人が多いことで

す。先生達は教科のことに詳しいだけで

なく、人生経験が豊富な人が多く、言葉

に重みがあります。先生と生徒の距離が

近いこともあって、進路や授業のことだ

けでなく、親や友達のことなど何でも悩

みを相談する信頼できる相手です。

　僕は体育祭委員会の委員長として、自

治会活動にも参加しています。イベント

を始めとする学校運営は、学校側から押

し付けられるのではなく、自治会を中心

に生徒達が自由に意見を出し合い、自主

性を持って作り上げます。

　学園に入学して驚いたのは、「生徒が

自分達の手で、より良い学校を作ってい

く」という理想が本当に実現されている

ことです。中学校までは、体育祭や文化

祭などのイベントは、先生から言われた

ことをただ実行するだけで、大きな感動

や充実感はありませんでした。でも体育

祭委員会では開催の１年前から話し合

い、競技内容から開催日数まで、自分達

で一から築きます。大変ですがその分充

実感は大きいし、クラスの団結も深まり

ます。

　卒業後の夢は、日本だけでなく海外で

の生活を経験し、様々な文化に触れて視

野を広げたいと思っています。明星学園

には交換留学制度があり、クラスメイト

の一員として日常的に留学生と触れ合う

環境にあります。高校に通いながら日常

の中で異文化に触れることができる、と

てもありがたい環境だと思っています。

「 他 人と違って い ても大 丈 夫 」
そ れを教 えてくれ た 仲 間 の 存 在

生徒が創り上げる学校生活
個性的・魅力的な教師や友人も

サッカー部・体育祭委員会所属
稲城市立稲城第六中学校出身

宮﨑  順くん（高校3年）

音楽部所属
板橋区立上板橋第三中学校出身

渡邉  あすみさん（高校3年）

　私は歌やミュージカルが好きで、演劇

や音楽を学んで舞台に立つことが夢です。

ですが高校時代には音楽だけではなく

色々なことを学びたいと考えて、明星学

園に入学しました。ここでは進学に必要

な基礎科目をきちんと学べるだけでなく、

芸術的な科目も本格的に教えてくれるこ

とが魅力でした。実際に教わって思った

のは、音楽や美術を始めとする各科目の

先生達のレベルがとても高く、高校の選

択授業の１つとは思えないほど、充実し

たレッスンを受けることができたという

ことです。

　また入学して印象的だったことは、グ

ループ討論で活発に意見が出ることです。

中学校まではディスカッションになると

皆黙ってしまい、なかなか議論が進みま

せんでした。この学校ではお互いによく

知らない人同士でも、遠慮せずにどんど

ん意見を言い合います。

　私はもともと人見知りの強い性格です

が、今は「明星学園で３年間を過ごした

経験があれば、この先社会に出てからど

んな人とも上手に付き合うことができる」

と自分に自信を持てるようになりました。

それだけこの学校には多様な人がいて、

入学前には想像もできなかった出会いが

あったからです。「自分は周囲と違うので

は」なんて気にしていたら、あっという

間に高校生活は終わってしまいます。「他

人と違っていても大丈夫」。そのことを教

えてくれたのは、明星学園で過ごした学

校生活です。
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宮﨑 中学時代にも打ち込んだサッカーを高校でも続けて、学
校生活も部活も両立させたいと思っていました。また、自分
で考え判断して行動できる人間になりたいということと、多
様な個性にふれることで視野を広げたいという思いがあった
ので、そうした経験ができそうな環境ということで明星学園
を選びました。
矢野 私は自分の望む環境でバスケットボールを続けられるこ
とが第一にありました。色んな高校を見ていくなかで、明星
学園のバスケットボールは私が最も魅力を感じるものでした。
練習や競技といった面だけではなく、部活を含め学校生活を
通じて人間的に成長することを重視しているところが決め手
になりました。
渡邉 最初、演劇科のある高校に進もうかとも考えていま
したが、勉強もしっかりとしたかったし、視野を広げる
ための経験ももっと必要だと考え、明星学園を選択しま
した。
田中 僕の場合、明星学園は第一志望ではなかったのですが、
実際に受験をするなかで変わりました。第一志望の学校の
面接は余りにも型にはまっていて、形式的で表面的なやり
とりをくり返すものでした。その一方で、明星学園の面接
は柔軟で、自分自身の個性に興味をもって接してくれる面
接で、こうした先生方のいる環境で高校生活を送りたいと
考えました。

本校は「個性尊重、
自主自立、自由平等

」という基本理念の
下、

多様な個性・能力を
持つ生徒が生き生き

と学び合う、自由で
明るく、

伸びやかな校風をも
つ学校です。

こうした中、「身に
ついた知識としての

教養」「豊かに表現
する力」

「他人から学び他人
に働きかけられる社

会性」を広い意味の
「学力」と考え、

「主体的・創造的に
生きる人間の育成」

「真に自立した個（
社会人）の育成」を

目指して教育活動を
展開しています。

渡邉あすみさん
板橋区立上板橋第三中学校出身

矢野祐未さん
志木市立宗岡中学校出身

平澤孝洋 教諭
国語科

田中優紀くん
川崎市立菅中学校出身

宮﨑  順くん
稲城市立稲城第六中学校出身

田中 初日からカルチャーショックでしたね。
一同 うんうん（笑）

宮﨑 中学生の頃は、一から十まで先生の言うことを聞かなき
ゃいけない（言い換えれば、聞いていればいい）という感じ
だったけど、この学校では一人一人の主体性（自分で考えて
行動する姿勢）がないと始まらない。
矢野 自分が今までいた環境は、同じ目標や同じルールが徹底
していたので、そうしたものとは全く違い、個人個人が自分
なりの色んな価値観で生活している環境は新鮮でしたが、最
初は戸惑いもありました。
渡邉 私は中学時代に規律委員というのをやっていて、「この
くらいいいじゃん」と言われても「だめなものはだめ」と言
い続けてきました。そんな環境とは全く正反対とも言える環
境に来たことで、今まで自分がいた環境の良い面も悪い面も
改めて知ることができた気がします。

渡邉 校則などが厳しかった中学時代を振り返ると、そうした
空気が規律正しさを保ち、落ち着いた雰囲気があったんだな

という実感を持ちました。でも一方で、その厳しさに甘える
というか、相手の顔色をうかがいながら自分の行動を変える
人がいたのも事実です。ここでは、強制的に締めつけるもの
が少ない分、逆に甘えられないところがある気がします。相
手の態度ではなく、自分の考えで決めなくてはいけない。
田中 自由が与えられているってことは、何事をするにしても
責任が伴ってくると思います。自分で判断したことや選択し
た行動の一つ一つに、責任を意識するようになりました。
矢野 色んな価値観の人がいるってことは、当然自分が違和感
をもつようなものもそのなかにはあり、最初は戸惑うと同時
に、それにいちいち合わせなきゃいけないのかなとも思いま
した。でも今は、それはこの学校で求められていることでは
ない気がしています。
宮﨑 最初は違和感をもった考え方でも、それが自分に必要な
（欠けていた）ものだと気づけることもあったりして、そうし
た経験は自分を成長させてくれている気もします。
田中 確かに、今まで通ってきた学校では、「周りと違う」と
いっただけで浮いてしまうような空気がありましたが、ここ
では「まずは受け容れる」というスタンスがあると思います。
だから、さまざまな「流れ」が同時にある。
矢野 そのなかには強い「流れ」もあって、時にはその「流れ」
に流されちゃいそうな時もありますが、それが自分の「流れ」
でない時には、自分を強く持つようにしています。
宮﨑 一定の同じ方向に導いてくれる「流れ」を学校がつくっ
ているところでは、それに身をまかせればよかったけど、こ

こでは自分のなかに「流れ」をもたないと始まらないし、つ
まらない。
渡邉 自由ってうのは「規律がない」ってことじゃないと思う。
与えられる規律はないけど、自分で考えながら自分なりの規
律をつくっていくことが自主自立なんだと今では思うように
なりました。

宮﨑 やりたいことや目的をはっきり持っている人はもちろん、
そうしたものを見つけたいという強い気持ちがある人には、色ん
な可能性を試せる環境だと思う。逆に、とりあえず指示して欲し
かったり引っぱってもらいたい人には向かないと思う。
田中 面倒くさいことはやらない、といった考えの人ではこの
環境を活かすことはできない。何でもいいから積極的に打ち
込む姿勢をもって欲しい。
矢野 自由な校風とか個性を尊重してくれる雰囲気は貴重だと
思うけど、それは「自主自立」を常に心がけてこそ意味をも
つものだと思う。
渡邉 明星学園の自由っていうのは、「何をやってもいい」と
か「やりたくないことはやらないでいい」っていう自由では
ないと思う。「やらなきゃいけないこともやる」「やるからに
は全力でやる」なかででこそ人間的にも成長できると思う。
明星の自由は、取り組んだり頑張ったりするときの姿勢とか
スタイルとかの自由なんだと思う。

◎生徒の学年等は取材時のもの。 2120



［平成13年度卒業］
東京農業大学／応用生物科学部卒業後、中村酒造（奥多摩あきるの市）に勤務

嵯峨黎香さん佐藤梓弓さん ［平成24年度卒業］
早稲田大学／文化構想学部  4年生

小林健一郎さん ［平成17年度卒業］
東京学芸大学 /教育学部卒業後、東京都公立小学校教諭

体育祭を通してクラスが一つになったこと。みんな個性的だった
からこそ一致団結して応援したことが思い出に残っています。

生物の授業で発酵に興味を持ち、自分で納豆や豆腐を作ってい
ました。さらに発酵を深く研究したくて東京農業大学に進学。
卒業後は女性の採用実績がなかった中村酒造に就職できました。
この会社は文化元年（1804年）から200年以上続く奥多摩あ
きる野市にある蔵元で何度も日本酒の鑑評会で金賞も受賞して
います。ぜひここで働きたかったので面接のときは「何でもし
ます！」と訴えました。この仕事は発酵の世界が好きでないと
できません。好きだから地道な作業もコツコツと続けられます。
好きな道を迷わず歩んでいける自信は一人ひとりを尊重する明
星学園時代に培われたものです。

生物の分野が好きだった私を良い意味でほっといてくれたこと。
それが私にとって「自由」であり、「自主自立」だったかも知れ
ません。その中でのびのびマイペースで学園生活が送れたと思
っています。

ぜひ学校を見学してみてください。明星学園の良さは、自分の
目で見ればきっとわかります。自分自身が素直に「いいな」と感
じることが大事です。

生徒も個性的ですが、先生も一つの型にはまらない方が多か
ったと思います。ある先生の授業では教科書に載っていない
内容にも深く入り込み、好奇心を刺激されました。

「明星祭」の実行委員として学園祭を支える立場で頑張っ
たことが思い出に焼きついています。生徒の自主性を重
んじて企画から運営まですべて自分たちで行うのは大変
ですが、その分素晴らしい充実感を味わいました。その
感動が忘れられなくて、進学先の早稲田大学でも毎年早
稲田祭の運営スタッフに就いています。そこでは参加管
理局という部署で団体やサークルに対する資料づくりや
ルールの説明、会場の管理などを行っています。

校則も厳しくなく、服装も自由な中で「自分で自分を管理
する」大切さを教わったように思っています。またその中
で自分の意志をしっかり持つことを学び、それが今の大学
生活にも活きているように感じています。

一度しかない高校生活だから学校選びはとても大切で
す。自分らしさを発揮できる実りの多い 3年間をぜひ明
星学園で実現してみてください。

2年生のときに野球部のキャプテンに指名されたときの
ことが鮮明に残っています。まったく予期せぬことでし
たので戸惑っていました。実は、2年生の後半からは野
球部を辞めて大学受験の準備をするつもりでいたので
す。それでも先輩や先生方から「野球部を頼む」と言わ
れ、やるしかないと思い引き受けました。選手の中では
野球が上手な方ではなかったのでみんなを引っ張ってい
く自信もありませんでした。けれど逆にその中で人間的
に成長させていただくことができたと思います。

現在、都内の公立小学校で教諭をしています。教師の仕事を
していく上では子どもたちの気持ちがわかり、こちらの思い
を伝えていくことはとても大事なことです。また保護者のみ
なさんと信頼関係を築いていくことも大切です。こういった
コミュニケーションや人間関係の在り方の基本を学んだのが
キャプテン時代でした。こちらがただ一方的に訴えても相手
の心には届きません。かと言っても何も話さなければ気づく
はずもありません。何をどう伝え、気持ちを分ちあっていく
か、それを磨くいい機会になりました。現在は携帯電話やメ
ールなど手間をかけずに連絡ができる時代です。けれど野球
部時代に知ったのは、しっかり生の言葉で本人に伝える大切
さでした。今の仕事でも大事なことは連絡帳に記入するだけ
でなく、直接ご家庭に連絡するなど、保護者との連携も丁寧
に行っています。

たとえば「自由に野球をやる」には何が必要でしょう
か。それは練習をしっかりやることです。練習を一生懸
命にやることで技が磨かれ、「野球でできることが広が
る」という自由を手にできます。明星学園で教わった自
由とはそういった深いものでした。明星学園の先生方
は、生徒の自由や自主性を重んじます。けれどそれは、
生徒を放任していくわけではありません。生徒が自分
の意志や考え方を持ち、自分自身で行動ができるよう
にしっかりと見守っていてくれる温かさがそこにあり
ました。

一人ひとりがのびのびと育っていく校風の中で生徒た
ちの個性が磨かれていく。それが明星学園です。授業も
知識の詰め込みではなく、自分で考える力を養ってい
く内容も多かったように思います。また選択科目も多
彩で、自分の好きな科目を選べる楽しさもあふれてい
ました。勉強や部活、学園祭などいろいろな出会いの中
で自分を大きく輝かせてください。

◎生徒の学年等は取材時のもの。 2322



最 寄 り 駅 か ら の 地 図

明 星 学 園 の 沿 革

徒  歩

バ  ス

JR吉祥寺駅公園口、丸井前４番
のバス停から「明星学園前」行
（小田急バス）に乗車。「牟礼西
町」下車。約15～30分間隔で運
行。

JR三鷹駅南口駅前から「三鷹の
森ジブリ美術館経由 明星学園」
行に乗車。「牟礼西町」下車。約
30分間隔の運行。 

約15分

約12分

約10分

約10分

深大寺・調布・武蔵境方面より
「吉祥寺」行バスにて、「明星学
園入口」下車。明星通りを徒歩。

［バス停から］約5分

京王井の頭線
井の頭公園駅から

JR吉祥寺駅から

最 寄 り 駅 へ の 路 線 図

在 校 生 の 地 域 別 人 数

　明星学園の創立は、1 9 2 4年（大正1 3年）、

赤井米吉を中心とした4人の創立同人（教員）

により、小学校が開設されました。建学の教育理

念は、『個性尊重・自主自立・自由平等』です。

この教育理念の下で、明星学園独自の校風を築

き上げ、9 0余年の歴史を刻み、今日に至ってい

ます。

　大正デモクラシー運動高揚のなかで生まれた

自由教育運動は、当時の管理主義的画一教育か

ら子どもたちを解放し、子どもの個性や自主・自

立を尊重する教育運動でした。

　その代表的教育者の一人、成城小学校の沢柳

政太郎に強い影響を受けた創立同人4人の、“武

蔵野の自然のなかに子どもたちを解放し、自分

達の理想を高く掲げた学校を開設したい”という

熱き思いにより、明星学園は誕生したのです。し

たがって、建学の教育理念は、大正自由教育運

動を色濃く反映したものであり、その教育が子ど

もたちの解放をめざし、子どもを一個の人格とし

て教育する人間教育として創立以来息づいてい

る所以でもあるのです。

　小学校開設のとき入学した最上級生の卒業に

あわせて、1 9 2 8年（昭和3年）に中学部（旧制

中学校）と女学部（旧制高等女学校）が開設さ

れました。また、中学部・女学部開設のため、園

長赤井米吉の招聘に応え、上田八一郎が部長

（校長）として参加しています。この中学部・女

学部が戦後の学制改革で男女共学の中学校と高

等学校に改組され、今日あるような学園の体制

になりました。

　戦中・戦後と幾多の世相の変化のなかで、明

星教育も紆余曲折はありますが、その基本理念

や初代校長の信条は今日まで一貫して流れ続け

ています。
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創立時の生徒（小学 1～ 3 年生）と創立者たち

1 9 3 0 年代の女学部。中央に座っているのは赤井園長。1 9 6 0 年代の高校校舎

明星学園は、1924年（大正13年）設立
2014年に創立90周年を迎えました。

90
周 年

131924SINCE 年創立大正

数字は、吉祥寺駅までのおおよその所要
時間です。 使用する路線や、時間帯に
よって変動します。
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そ の 他 の 市 区 町 村
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